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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期第２四半期 561 △0.2 △19 － △24 － △19 －

2022年９月期第２四半期 562 35.7 98 － 96 － 58 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年９月期第２四半期 △6.31 －

2022年９月期第２四半期 18.51 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年９月期第２四半期 1,502 1,408 93.8

2022年９月期 1,739 1,445 83.1

（参考）自己資本 2023年９月期第２四半期 1,408百万円 2022年９月期 1,445百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年９月期 － 0.00 － 5.00 5.00

2023年９月期 － 0.00

2023年９月期（予想） － 5.00 5.00

１．2023年９月期第２四半期の業績（2022年10月１日～2023年３月31日）

（注）2022年９月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。2023年９月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,700 22.9 300 △14.8 300 △14.2 195 △15.6 61.93

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年９月期２Ｑ 3,148,900株 2022年９月期 3,148,900株

②  期末自己株式数 2023年９月期２Ｑ 411株 2022年９月期 411株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年９月期２Ｑ 3,148,489株 2022年９月期２Ｑ 3,148,489株

３．2023年９月期の業績予想（2022年10月１日～2023年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１.当四半期決算に関する定性的情報(３)業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、インバウンド需要の増加やマスクの着用ルールの緩和など、サー

ビス消費の回復が継続する等緩やかな改善傾向が窺えるものの、原材料価格高騰に起因した物価上昇や供給面での

制約、金融資本市場の変動等の影響により未だ先行き不透明な状況が続いております。

Ｍ＆Ａ業界におきましては、コロナ禍という未曾有の危機に直面した中小企業の経営者が、自社事業の将来性に

改めて向き合ったこと、第三者への事業譲渡やファンドによる再建併用の事業承継など、事業承継に関わる相談窓

口が全国的に充実したことから、帝国データバンクの「後継者不在率」動向調査（2022年11月）によると中小企業

の経営者後継者不在率は初の60％割れとなりましたがその割合は継続して高い状態となっております。

中小企業庁の「中小Ｍ＆Ａ推進計画」に基づき、国の事業承継・引継ぎ支援センターが支援する中小Ｍ＆Ａ件数

は右肩上がりで推移する一方、Ｍ＆Ａ仲介業者に対する免許登録等の要件による仕切りが無いため、仲介業者のモ

ラルが問われている状況となっております。中小企業経営者が安心してＭ＆Ａに取り組める基盤の構築のため、中

小企業庁がＭ＆Ａ支援機関に係る登録制度を創設したことに加えて、民間においては自主規制団体である「一般社

団法人Ｍ＆Ａ仲介協会」を設立し業界モラルの向上に努めております。今後も官民一体となった中小Ｍ＆Ａの推進

が求められております。

このような情勢のなか、当社においては、金融機関や会計事務所等の提携先との一層の関係強化を図るため、Ｗ

ｅｂだけでなくリアルでも勉強会を実施し、また金融庁主催のトークセッションにも登壇するなど、多方面でのＭ

＆Ａニーズの発掘や啓蒙活動に取り組みました。このほか、2022年10月には、東海地方では初のJ-Adviser資格を

取得し、TOKYO　PRO　Marketへの上場を支援するＩＰＯ支援部を立ち上げました。今後、東海地方や関西地方を中

心とした地域経済活性化のため、企業のステージに合わせたコンサルティングメニューの充実を図ってまいりま

す。

当社の経営状況は、当第２四半期累計期間においては計42件(前年同期38件)の案件が成約し、売上高561,683千

円（前年同期比0.2％減)となりました。金融機関等への支払紹介料や人件費の増加により、営業損失19,784千円

（前年同期は営業利益98,521千円）となりました。また、投資事業組合運用損が増加したことにより、経常損失

24,839千円（前年同期は経常利益96,842千円）、四半期純損失19,869千円（前年同期は四半期純利益58,288千円）

となりました。

なお、当社はＭ＆Ａ仲介事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

（２）財政状態に関する説明

①　資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期会計期間末における財政状態は、総資産1,502,541千円、負債93,556千円、純資産1,408,985千円で

あり、自己資本比率は93.8％(前事業年度末は83.1％)となりました。財政状態の状況と、その要因は下記のとおり

であります。

（資産の部）

　流動資産につきましては、前事業年度末に比べ420,681千円減少し、1,131,271千円となりました。これは主と

して現金及び預金が441,970千円減少したことによるものであります。

　固定資産につきましては、前事業年度末に比べ183,306千円増加し、371,270千円となりました。これは主とし

て投資有価証券が69,638千円、金銭の信託が100,000千円増加したことによるものであります。

（負債の部）

　流動負債につきましては、前事業年度末に比べ200,937千円減少し、93,556千円となりました。これは主とし

て未払費用が104,499千円、未払法人税等が77,685千円減少したことによるものであります。

（純資産の部）

　純資産につきましては、前事業年度末に比べ36,437千円減少し、1,408,985千円となりました。これは主とし

て利益剰余金が35,612千円減少したことによるものであります。
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②　キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末に比べ

441,970千円減少し、1,090,381千円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は234,076千円（前年同四半期は148,161千円の獲得）となりました。これは主と

して、未払費用の減少101,679千円、未払消費税の減少26,108千円、税引前四半期純損失24,861千円によるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は192,181千円（前年同四半期は74,036千円の使用）となりました。これは主と

して投資有価証券の取得による支出75,000千円、金銭の信託の取得による支出100,000千円によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は15,712千円（前年同四半期は15,679千円の使用）となりました。これは配当金

の支払額15,712千円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年９月期の業績予想につきましては、2022年11月11日に発表いたしました2023年９月期の業績予想から変更

はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2022年９月30日)

当第２四半期会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,532,352 1,090,381

売掛金 2,255 14,410

貯蔵品 844 1,707

未収消費税等 － 3,862

その他 16,501 20,910

流動資産合計 1,551,952 1,131,271

固定資産

有形固定資産 34,868 32,992

無形固定資産 12,424 10,933

投資その他の資産

投資有価証券 50,883 120,522

関係会社株式 1,000 1,000

その他の関係会社有価証券 400 10,231

金銭の信託 － 100,000

差入保証金 73,645 74,982

繰延税金資産 14,741 20,607

投資その他の資産合計 140,670 327,344

固定資産合計 187,963 371,270

資産合計 1,739,916 1,502,541

負債の部

流動負債

未払費用 139,169 34,669

契約負債 25,850 5,500

未払法人税等 81,777 4,092

未払消費税等 26,108 －

預り金 6,868 7,685

賞与引当金 14,648 41,506

その他 71 101

流動負債合計 294,493 93,556

負債合計 294,493 93,556

純資産の部

株主資本

資本金 310,710 310,710

資本剰余金 276,880 276,880

利益剰余金 857,723 822,110

自己株式 △1,180 △1,180

株主資本合計 1,444,132 1,408,520

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,290 464

評価・換算差額等合計 1,290 464

純資産合計 1,445,422 1,408,985

負債純資産合計 1,739,916 1,502,541

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

- 4 -

名南Ｍ＆Ａ株式会社(7076)　2023年９月期 第２四半期決算短信（非連結）



（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 562,884 561,683

売上原価 288,475 375,529

売上総利益 274,409 186,154

販売費及び一般管理費 175,888 205,938

営業利益又は営業損失（△） 98,521 △19,784

営業外収益

受取利息及び配当金 23 178

受取手数料 131 600

受取給付金 50 －

雑収入 1 6

営業外収益合計 206 785

営業外費用

投資事業組合運用損 1,885 5,840

営業外費用合計 1,885 5,840

経常利益又は経常損失（△） 96,842 △24,839

特別利益

投資有価証券売却益 51 －

特別利益合計 51 －

特別損失

固定資産除却損 2,653 22

特別損失合計 2,653 22

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 94,240 △24,861

法人税、住民税及び事業税 45,424 510

法人税等調整額 △9,472 △5,502

法人税等合計 35,951 △4,991

四半期純利益又は四半期純損失（△） 58,288 △19,869

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
94,240 △24,861

減価償却費 3,780 4,870

賞与引当金の増減額（△は減少） 28,359 26,858

受取利息及び受取配当金 △23 △178

投資事業組合運用損益（△は益） 1,885 5,840

投資有価証券売却損益（△は益） △51 －

固定資産除却損 2,653 22

売上債権の増減額（△は増加） △2,585 △12,155

棚卸資産の増減額（△は増加） △11 △862

未収消費税等の増減額（△は増加） － △3,862

未払費用の増減額（△は減少） 53,572 △101,679

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少）
287 △3,583

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,251 △26,108

その他 △14,245 △23,942

小計 170,112 △159,642

利息及び配当金の受取額 23 178

法人税等の支払額 △21,973 △74,611

営業活動によるキャッシュ・フロー 148,161 △234,076

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △25,000 △75,000

投資有価証券の売却による収入 139 －

その他の関係会社有価証券の取得による支出 － △11,500

金銭の信託の取得による支出 － △100,000

有形固定資産の取得による支出 △2,328 △4,345

無形固定資産の取得による支出 △14,909 －

差入保証金の差入による支出 △31,937 △5,297

差入保証金の回収による収入 － 3,960

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,036 △192,181

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △15,679 △15,712

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,679 △15,712

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 58,445 △441,970

現金及び現金同等物の期首残高 1,244,054 1,532,352

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,302,499 1,090,381

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

とといたしました。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

前第２四半期累計期間

（自　2021年10月１日

至　2022年３月31日）

当第２四半期累計期間

（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

Ｍ＆Ａ仲介事業 562,643 560,119

その他 241 1,563

顧客との契約から生じる収益 562,884 561,683

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 562,884 561,683

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社の事業セグメントは、Ｍ＆Ａ仲介事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じた収益を分解した情

報は、以下のとおりです。

(単位：千円）

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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